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１．日本側の研究実施体制 

 

氏名 所属機関・部局・役職 役割 

木村 克輝 北海道大学大学院・工学研究

院・教授 

膜ろ過実験、膜目詰まり機構の解明、

研究取りまとめ 

 

 

２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

デッドエンド膜ろ過試験の詳細条件設定、使用する膜の選定、FEEM 分析の詳細について

フランス側研究チームと緊密な連絡を取り、年度前半を目標として必要となる装置改造およ

び実験装置の整備を終了させる。年度後半においては日本側水道原水を用いた予備実験を実

施し、フランス側研究チームの支援により水質データを解析して各試料の膜ファウリング発

生度予測を試みる。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

 

コロナウイルスの感染拡大により日本側とヨーロッパ側研究室の双方で活動が大きく制限さ

れ、予定していた活動の多くが未実施となり延期を余儀なくされた。メールおよびオンライン会

議による協議を行い、デッドエンド膜ろ過実験手順の確認を進めた。日本側が用いていた膜の使
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用については、2020 年度内に関連部署の確認と必要な手続きを完了させた。フランス側の膜使

用についてはメーカーが難色を示しており、使用許可の見込みが立っていない。このため、日本

側の膜を双方で用いる方向で実験計画の再立案を行った。水試料の空輸について関連部署との調

整を進め、2021 年度の早い時期に試料の定期的な空輸を開始できる見込みが立った。できるだ

け少ない試料量で必要事項の検討を完了させるための実験条件と装置の調整を行い、日本国内の

水試料を用いて実行可能性を検証した。この結果、これまで 150L 前後の水試料が必要となって

いたところを 60L で実験が可能となり、水試料空輸にかかる費用を大幅に削減することに成功し

た。 

パイロットスケール MBR の馴致を開始し、FEEM データについては測定を開始した。MBR を

設置した実験サイトで大きなトラブルが発生し、これを解消するために原水を初沈流入水から初

沈流出水に変更せざるを得なくなった。膜の化学薬品洗浄を実施した後に馴致を再開し、2021

年度の早い時期より装置の安定運転が達成される見込みとなっている。FEEM を含む水質データ

と TMP データについてはフランス側研究者と共有を始め、データ解析に着手している。 


